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市では目の不自由な人のために音訳版広報を発行しています。詳しくはシティプロモーション課までご連絡ください。

写真：3月22日、疫病退散を祈願し、市無形民俗文化財の「三本木の獅子舞」が、
　                                同地区の延命地蔵尊に奉納されました

伝統の
　獅子舞
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市
牛
乳
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進
条
例
を
4
月
1
日
か
ら
施
行

「
牛
乳
で
乾
杯
」を
合
言
葉
に
地
域
活
性
化

　

乳
牛
の
飼
育
頭
数
が
約
２
万
３
千
頭
、
年
間
約
13
万
ｔ
の
生

乳
生
産
量
を
誇
る
那
須
塩
原
市
は
、
全
国
有
数
の
生
乳
生
産
地

で
す
。
ま
た
、
生
乳
か
ら
生
産
さ
れ
る
牛
乳
や
乳
製
品
は
、
魅

力
あ
る
産
品
と
し
て
本
市
の
知
名
度
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
回
の
条
例
制
定
を
契
機
に
、「
牛
乳
で
乾
杯
」

を
合
言
葉
と
し
て
牛
乳
等
の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
と
普
及
促
進

を
図
り
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

条
例
制
定
の
目
的

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
市
の
知

名
度
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
生
産
者
や
事
業
者
と
連

携
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
地
元
産

牛
乳
の
試
飲
や
牛
乳
消
費
拡
大
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
る
ひ
ぃ
」

に
よ
る
普
及
啓
発
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
ま
ち
全
体
で
牛
乳
等

の
消
費
拡
大
や
普
及
促
進
に
取
り

組
み
、
地
域
の
元
気
・
活
性
化
に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

　

ま
ち
全
体
で
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
条
例
の
中
で
、
市
、

生
産
者
、
事
業
者
、
市
民
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
次
の
と
お
り
定
め
ま

し
た
。

今
後
の
事
業
推
進

①
畜
産
フ
ェ
ア
や
市
誕
生
10
周
年

　

記
念
事
業
で
、
来
場
者
・
参
加

　

者
と
牛
乳
等
で
乾
杯
す
る
イ
ベ

【
市
】

　

牛
乳
等
の
消
費
拡
大
や
普
及
を

　

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の

　

活
性
化
を
図
る
た
め
必
要
な
措

　

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
ま
す

【
生
産
者
】

　

全
国
で
も
有
数
の
生
乳
生
産
地

　

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

　

安
全
安
心
な
生
乳
の
生
産
に
努

　

め
ま
す

【
事
業
者
】

　

魅
力
あ
る
牛
乳
等
の
開
発
や
販

　

売
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　

よ
う
努
め
ま
す

【
市
民
】

　

牛
乳
等
を
食
事
に
取
り
入
れ
る

　

こ
と
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

　

可
能
な
範
囲
で
牛
乳
等
で
の
乾

　

杯
を
行
い
ま
す

※牛乳等…牛乳、チーズ、ヨー
　グルトなど全ての乳製品

※

自慢の生乳を活用し地域活性化を目指します

「牛乳で乾杯」を広め消費拡大を図ります

那須拓陽高校とオリジナル乳製品の調査研究を進めます
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酪
農
を
次
の
世
代
へ

　

近
年
、
日
本
の
酪
農
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、
飼
料
価
格
の

高
騰
、農
家
の
後
継
者
不
足
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
本
市
の
酪

農
家
戸
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

今
回
の
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

市
民
全
員
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
の
も
と
酪
農
の
振
興

に
努
め
な
が
ら
、
先
人
が
築
い
た

全
国
有
数
の
生
乳
生
産
地
を
、
次

の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

　

本
農
務
畜
産
課　

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
４
９

　

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

②
条
例
の
啓
発
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ

　

ー
、
コ
ー
ス
タ
ー
を
配
布
し
、

　

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す

③
那
須
拓
陽
高
校
や
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
と
共
同
で
那
須
塩
原
オ

　

リ
ジ
ナ
ル
乳
製
品
の
開
発
に
向

　

け
た
調
査
研
究
を
行
い
ま
す

④
県
牛
乳
普
及
協
会
が
主
催
す
る

　

牛
乳
等
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
料

　

理
の
出
来
を
競
う
「
牛
乳
・
乳

　

製
品
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
タ

　

イ
ア
ッ
プ
し
、
市
誕
生
10
周
年

　

記
念
特
別
賞
を
設
け
Ｐ
Ｒ
し
ま

　

す

先人が築いた酪農の歩み

■明治の開拓
　明治の初め、那須野が
原は国の所有する官有地
でした。その後、那須開
墾社などの地元の人たち
の結社や華族などにより
開拓が行われ、多くの農
場ができました。
　そうした中、これらの
開拓農場で酪農の先駆け
となる乳牛の導入が行わ
れました。明治 18 年に
描かれた高橋由

ゆ い ち

一の絵画
「三島村平野牧牛」の中
に、三島農場の乳牛の様子が描かれています。三
島農場では、農場内に茁

さっちょうぎゅうしゃ

長牛社という牧場をもち、
多い時で 170 頭余りが飼育されていたと言われて
います。
　また、大山巖

いわお

が創設した大山農場をはじめ、那
須開墾社、共墾社、毛利農場、石丸農場、鍋島農
場などで牛が飼育されていました。
　このように、明治期に開拓された農場で、乳牛
が飼育されていたという歴史があります。

■全国有数の生乳生産地へ
　その後、酪農が盛んになっ
たのは戦後の開拓によるもの
です。戦後、那須地域では大
規模な開拓が行われ、当初は
畑作中心で始まった開拓も、
作物の生育に適さない火山灰
土の地質や冷害などにより思
うように進まず、酪農へ転換

↑当時の大山農場

↑機械化により飛躍
　的に経営面積が拡
　大していきました

牛乳等の普及促進を図るイベントを開催します

1 市営の八郎ヶ原放牧場　2 牛乳の日（9月2日）のイベントでみんなで乾杯
3 那須拓陽高校の食品化学科の生徒の皆さん　4 乳牛とのふれあい体験　
5 各種イベントで牛乳のおいしさを PR　6 高校での食育講演会

↑高橋由一作
　「三島村平野牧牛」

していきました。
　本市が全国有数の生乳生産地になった理由は、
首都圏に近く、昭和 34 年に学校給食の牛乳提供が
法制化されたことによる首都圏の牛乳需要の急増
に対応できたためです。
　また、乳牛の飼育頭数が急激に伸びたのは昭和
40 年代です。かつては手作業だった搾乳作業の機
械化や大型トラクターによる飼料作物の生産によ
り生産性が向上しました。そして、国や県が導入
した資金制度により、長期の返済かつ低金利で融
資を受けることが可能となり、乳牛や機械などの
導入が進みました。
　その結果、大規模経営化が進み、現在では全国
有数の生乳生産地となっています。

    地
域

おこし協力隊員を紹
介

農業農村振興担当　福田弥
や よ い

生さん
　地域おこし協力隊事業は、都市圏から地方
に隊員として移住し、行政と一緒になって活
動しながら、その地域の活性化を図る国の制
度です。この制度を活用し、福田さんが、昨
年 10 月に本市の隊員に着任しました。
　福田さんの主な仕事は、農産物直売所の支
援、農畜産物を活用した 6 次産業化、特産品
を活用した地域活性化の企画・立案です。4
月から、那須拓陽高校の生徒とオリジナル乳
製品の開発に向けた調査研究を行います。
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美
し
い
景
観
の
ま
ち
に

　

塩
原
温
泉
、
板
室
温
泉
と
2
つ
の
名
湯
が
あ
る
那
須
塩
原
に
は
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
景
観
を
確
保
し
、
来
訪
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
た
め
、
那
須
塩
原
市
屋
外
広
告
物
条
例
（
以
下
「
市
条
例
」
と
表
記
し
ま
す
）
を
制

定
し
ま
し
た
。
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
10
月
1
日
か
ら
屋
外
広
告
物
の
色
彩
規
制
の
ル
ー
ル
が
変

わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

本
都
市
計
画
課　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
５
９

　

東
北
自
動
車
道
や
県
道
大
田
原
高
林
線
な

ど
の
路
線
沿
線
は
、「
禁
止
地
域
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
は
、

「
許
可
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
許
可
地
域
」
で
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す

る
に
は
、
市
長
の
許
可
が
必
要
で
、
地
域
ご

と
に
設
定
さ
れ
た
広
告
物
の
大
き
さ
、
高
さ
、

色
彩
な
ど
の
基
準
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　　

自
己
の
名
称
、
店
名
や
営
業
内
容
な
ど
を

表
示
す
る
た
め
、
自
己
の
営
業
所
な
ど
に
掲

出
す
る
屋
外
広
告
物
（
自
家
用
広
告
物
）
の

う
ち
、
面
積
の
合
計
が
10
㎡
以
内
の
も
の
は
、

禁
止
地
域
、
許
可
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
許
可

を
受
け
ず
に
掲
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
許
可
を
受
け
て
設
置
す
る
場
合

と
同
様
、
設
置
す
る
地
域
の
基
準
に
適
合
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
は
、看
板
、は
り
紙
、広
告
板
、

広
告
塔
な
ど
図
1
の
と
お
り
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、
街
の
景
観
の
に
ぎ
わ
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
が
、
無

秩
序
、
無
制
限
に
設
置
さ
れ
る
と
、
景
観
の

阻
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
現
在

市
は
、栃
木
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
以
下
「
県

条
例
」
と
表
記
し
ま
す
）
に
基
づ
き
、
規
制
、

誘
導
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　　

県
条
例
で
は
、
原
則
と
し
て
屋
外
広
告
物

の
設
置
が
で
き
な
い
地
域
を
「
禁
止
地
域
」、

市
長
の
許
可
を
受
け
屋
外
広
告
物
を
設
置
し

て
よ
い
地
域
を
「
許
可
地
域
」
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
一
部
地
域
を

色
彩
規
制
（
図
2
の
「
赤
」
の
路
線
沿
線
）

し
て
い
る
ほ
か
、
設
置
す
る
屋
外
広
告
物
の

規
模
な
ど
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
っ
て
何
？

【図１：屋外広告物の種類】

県
条
例
の
規
制
内
容

「
禁
止
地
域
」
と
「
許
可
地
域
」

自
家
用
広
告
物
の
特
例

野立広告塔
野立広告板

敷地内広告板

敷地内広告塔

屋上広告塔

壁面広告物

色彩規制の対象となる屋外
広告物は、敷地内広告板・
塔、屋上広告板・塔、野立
広告板・塔、壁面広告物で
す（青字）

～
10
月
1
日
か
ら
屋
外
広
告
物
の

　
　
　
　
　
　
　
色
彩
規
制
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
～
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■路線沿線両側 500 ｍ
①東北自動車道
②県道大田原高林線（県道西那須野那
　須線から県道矢板那須線まで）
③県道黒磯田島線（県道矢板那須線か
　ら県道中塩原板室那須線まで）
④県道中塩原板室那須線（県道黒磯田
　島線から那須町まで）
⑤国道 400 号（東北自動車道から市道
　下田野停留所線まで、滝沢橋から入
　勝橋まで）
⑥県道矢板那須線（国道 400 号から那
　須町まで）
■路線沿線両側 50 ｍ
⑦国道 400 号（市道下田野停留所線か
　ら市道関谷街道線まで、旧県道西那
　須野那須線から東北自動車道まで）
⑧市道関谷街道線
⑨県道関谷上石上線（市道関谷街道線
　から県道矢板那須線まで）
⑩県道矢板那須線（市道関谷上石上線
　から国道 400 号まで）
⑪市道東那須野大通り線
⑫県道大田原高林線（市道東那須野大
　通り線から県道西那須野那須線まで）
⑬県道西那須野那須線（国道 400 号か
　ら県道大田原高林線まで）
⑭県道黒磯田島線（東北自動車道から
　県道矢板那須線まで）

　　　

市
条
例
の
施
行
に
伴
い
、
10
月
1
日
か
ら
、

色
彩
規
制
の
対
象
と
な
る
屋
外
広
告
物
が
追

加
さ
れ
る
ほ
か
、
一
部
地
域
を
規
制
範
囲
に

追
加
し
ま
す
。

【
色
彩
規
制
の
対
象
と
な
る
屋
外
広
告
物
】

敷
地
内
広
告
板
・
塔
、
屋
上
広
告
板
・
塔
、

野
立
広
告
板
・
塔
、
壁
面
広
告
物

　

色
彩
規
制
の
範
囲
は
、
図
2
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
地
域
の
色
彩
規
制
対
象
の
屋
外
広

告
物
は
、
次
の
基
準
に
適
合
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

【
屋
外
広
告
物
の
基
準
】

・
板
面
、
裏
面
、
支
柱
は
こ
げ
茶
色

・
文
字
は
白
色
か
黒
色

　

色
彩
規
制
の
対
象
と
な
る
屋
外
広
告
物

は
、
市
条
例
の
基
準
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

３
年
間
の
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。
平
成
30

年
9
月
30
日
ま
で
に
、
新
た
な
基
準
に
適
合

す
る
よ
う
改
修
、
撤
去
、
移
設
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

色
彩
規
制
の
対
象
と
範
囲
を
追
加

※「赤」で表示した路線の規制範囲は、沿線両側500ｍ。
                      「緑」で表示した路線の規制範囲は、沿線両側50ｍ。（新たに追加する範囲）

【図2：10月１日以降の色彩規制の範囲】

平
成
30
年
9
月
30
日
ま
で
に
対
応
を

　　　　

新
た
な
基
準
に
適
合
す
る
た
め
、
許
可
を

受
け
て
掲
出
し
て
い
る
屋
外
広
告
物
や
許
可

が
不
要
な
屋
外
広
告
物
を
、
4
月
1
日
以
降

に
改
修
、
撤
去
、
移
設
し
た
場
合
に
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

屋
外
広
告
物
の
改
修
な
ど
に

　
　
　
　
　
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

基準に適合した
屋外広告物（イメージ）

対象広告物

県条例の規定に基づき適法に表示・設置してある屋外広告物のうち、市条
例の施行に伴い不適格となる敷地内広告板・塔、屋上広告板・塔、野立広
告板・塔、壁面広告物
※県条例に違反して設置されている屋外広告物は、補助対象外です。

対象者 上記の対象広告物の設置者で、市税を滞納していない人

交付額

【改修・撤去】広告物 1 基につき、経費の全額を補助（上限額 10 万円）
【移設】広告物 1 基につき、経費の 50％を補助（上限額 10 万円）
※図 2 の⑪、⑫の路線の広告物は 1 基につき、上限 20 万円。
　また、②の路線のうち、平成 20 年 4 月の県条例の改正により不適格広   
　告物となり、その当時に改修などを行ったもので、今回の市条例の施行
　により、再度、改修などを必要とする広告物は 1 基につき、上限 30 万
　円で、移設の場合も経費の全額を補助。

申請方法 施工前に必要書類を都市計画課へ提出
注意事項 細かな要件がありますので、申請前に都市計画課に相談してください

那須塩原市役所

①②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
⑩

⑪
⑫

⑬

⑭

▶
▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶
▶

▶

▶

那須塩原市役所

⑦▶

東北自動車道

那須塩原駅 黒磯駅

西那須野駅

道の駅
湯の香しおばら

道の駅

那須野が原博物館

明治の森・黒磯
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歳出《性質別》
●扶助費…生活保護や福祉など援助が必要な人に支出する
　　　　　経費
●人件費…市長・副市長・市議会議員などの報酬や一般職員
　　　　　の給料など
●公債費…借入金の元金や利子
●普通建設事業費…道路、学校などの建設事業の経費
●物件費…消耗品費、光熱水費、賃借料、委託料など

●補助費等…各種団体などへの負担金や補助金などの経費
●繰出金…特別会計へ支出する経費
●義務的経費…支出が義務付けられ、任意に削減できない経
　　　　　　　費
●投資的経費…道路や学校の整備など将来に残るものに充
　　　　　　　てる経費
●その他の経費…義務的経費・投資的経費以外の経費

人件費
68億

8,487万円
15.2％

扶助費
91億2,493万円

20.1％

普通建設事業費
（補助事業費）
28億786万円

6.2％

普通建設事業費
（単独事業費）
20億6,751万円

4.6％

普通建設事業費
（県営事業負担金）

1,382万円
0.0％

公債費
49億5,893万円

11.0％

物件費
82億127万円

18.1％

繰出金
44億9,094万円

9.9％

補助費等
48億

4,766万円
10.7％

貸付金
12億1,544万円

2.7％

維持補修費
5億7,656万円

1.3％

予備費
5,000万円

0.1％
積立金

3,021万円
0.1％

義務的経費
209億

6,873万円
46.3％

問い合わせ　本財政課　☎0287（62）7118

平成２７年度当初予算
一般会計は前年比5.７%減の４５２億7,000万円

市民一人当たりの予算は38万7,032円

諸収入
20億3,996万円

4.5％

使用料および手数料
8億7,002万円

1.9％

分担金および負担金
5億613万円

1.1％

繰越金
5億円
1.1％

繰入金
11億6,713万円

2.6％

財産収入
1億4,580万円

0.3％

寄付金
2,080万円

0.1％

市税
184億

6,477万円
40.8％

地方交付税
51億

6,000万円
11.4％

県支出金
31億3,140万円

6.9％

市債
35億4,970万円

7.8％

地方譲与税
およびその他交付金

7億300万円
1.6％

地方消費税交付金
19億5,000万円

4.3％

用語解説

●
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
未
来
へ

　
の
投
資
」

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込

み
や
、
合
併
に
よ
り
優
遇
さ
れ
て
い

た
特
別
措
置
の
逓て

い
げ
ん減
に
加
え
、
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、平
成
27
年
度
は「
人
々

か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
た
事
業
を
継
続
・
強
化
す

る
と
と
も
に
、
新
市
誕
生
10
周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
次
の
時
代
に
力
強
い

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
た
め
の
予

算
編
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
事
務

事
業
推
進
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
未
来

へ
の
投
資
」
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、「
未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
」「
未
来

を
創
る
地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め

に
」「
未
来
に
集
う
人
々
の
活
発
な

交
流
の
た
め
に
」「
未
来
を
守
る
災

害
対
応
力
の
強
化
の
た
め
に
」
の
４

つ
の
テ
ー
マ
を「
優
先
課
題
推
進
枠
」

と
し
て
設
定
し
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、優
先
す
べ
き
施
策
、

課
題
、
事
業
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
貴
重
な
財

源
を
活
用
し
て
、
未
来
へ
の
投
資
に

つ
な
が
る
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
能
対
策
事
業
な
ど
の

喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応
、
市
債
の
抑

制
な
ど
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
へ

の
取
り
組
み
に
も
配
慮
し
た
ほ
か
、

市
長
公
約
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き

続
き
多
く
の
事
業
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
編
成
し
た
平
成
27
年
度

当
初
予
算
総
額
は
４
５
２
億
７
千
万

円
に
な
り
ま
す
。

歳入
452億7,000万円 

自主財源
237億

1,461万円
52.4％

依存財源
215億

5,539万円
47.6％

国庫支出金
70億

6,129万円
15.6％

定住促進深化予算

投資的経費
48億

8,919万円
10.8％

その他の
経費

194億
1,208万円

42.9％

歳出（性質別）
452億7,000万円
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歳入
●自主財源…自ら集めるお金
●依存財源…国、県などから交付されるお金
●市税…市民税や固定資産税、たばこ税など皆さんが納めるお金
●国庫支出金…福祉援助や道路整備などのために国から交付されるお金
●地方交付税…所得税、法人税、酒税など国税として徴収された中か
　　　　　　　ら市の財政状況に応じて交付されるお金
●市債…道路や施設を整備するために、国や銀行から借り入れるお金
●県支出金…福祉援助や道路整備などのために県から交付されるお金
●諸収入…学校給食費など他科目に含まれないお金
●地方消費税交付金…消費税として徴収された税金のうち、地方分と
　　　　　　　　　　して交付されるお金

歳出《目的別》
●民生費…幼児や高齢者、障害者などへの福祉のための経費
●教育費…学校や公民館を整備し、教育や文化を盛んにするための経費
●土木費…道路や公園などの整備や管理する経費
●衛生費…ごみ処理や放射能対策、市民の健康増進を図るための経費
●総務費…税務事務や市役所運営、防災などの経費
●消防費…消防や救急への経費
●商工費…商工業や観光の振興を図るための経費
●農林水産業費…農林業や畜産業を盛んにするための経費
●その他…議会費、労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費の合計

●一般会計・特別会計予算
会計名 予算額 対前年度

増減率
一般会計 452億7,000万円 △ 5.7％

特
別
会
計

国民健康保険 152億4,490万円 14.0％
後期高齢者医療 8億9,659万円 1.2％
介護保険 76億6,793万円 7.0％
下水道事業 29億 760万円 △ 9.6％
農業集落排水事業 1億　810万円 10.0％
温泉事業 5,910万円 18.3％
墓地事業 284万円 △ 3.4％

小計 268億8,706万円 8.4％
合計 721億5,706万円 △ 0.9％

●企業会計予算
会計名 予算額 対前年度

増減率

水道
事業

収益的
収支

収入 28億1,464万円 △12.3％
支出 25億5,799万円 2.3％

資本的
収支

収入 10億1,601万円 △ 3.3％
支出 23億8,413万円 9.6％

歳 出(目的別) 歳 入

平成27年度
452億7,000万円

平成27年度
452億7,000万円

平成26年度
480億円

平成26年度
480億円

その他
4億1,073万円

0.9％
農林水産業費

11億 147万円
   2.3％

公債費

衛生費

民生費

消防費

商工費

土木費

総務費

教育費

用語解説

19億7,163万円
4.1%

20億8,454万円
4.3％

41億8,727万円
8.7％

 80億 28万円
16.7％

52億7,292万円
11.0％

45億5,563万円
9.5％

54億4,327万円
11.3％

149億7,226万円
31.2％

4億 140万円
0.8%

13億236万円  2.9%
20億1,406万円

4.5%
21億3,677万円

4.7％

42億6,955万円
9.4％

 48億8,593万円
10.8％

49億5,893万円
11.0％

52億8,186万円
11.7％

56億2,424万円
12.4％

143億9,490万円
31.8％

39億9,352万円
8.3％

14億4,000万円  3.0％

21億1,899万円
4.4％

33億3,604万円
7.0％

41億4,180万円
8.6％

48億5,000万円
10.2％ 

94億6,439万円
19.7%

186億5,526万円
38.9％

39億1,288万円
8.7％

19億5,000万円
4.3％

20億3,996万円
4.5％

31億3,140万円
6.9％

35億4,970万円
7.8％

51億6,000万円
11.4％

70億6,129万円
15.6%

184億6,477万円
40.8％

その他

地方消費税交付金

諸収入

県支出金

市債

地方交付税

国庫支出金

市税
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◎

1

平成27年度予算
優先課題推進枠の主な事業

○定住促進事業
・フィルムコミッション、シティプロモーションな 
　ど  ………………………………………  142 万円
・新幹線通勤補助、3 世代住宅補助 ……660 万円
・キックオフイベント、シティセールスなど　　
　………………………………………… 4,102 万円
○庁舎建設事業（事業認定関連、基本設計など）　
　………………………………………… 8,695 万円
○最終処分場管理運営事業（第 2 期最終処分場基
　本構想策定等業務委託）…………… 1,192 万円
○公共施設等総合管理計画策定事業（公共施設等
　総合管理計画策定業務委託）……… 6,016 万円
○放射能対策事業
・住宅除染、住宅表土除去、事業所の除染などの
　経費…………………………… 12 億 5,805 万円

                 ※うち市単独事業分…4,294 万円
・空間放射線量測定（放射線マップ）などの経費
　…………………………………………   249 万円
・放射性物質汚染焼却灰保管、放射線物質モニタ
　リングなどの経費……………………1,381 万円
・食品の放射性物質簡易検査の経費……414 万円
・保育園の給食食材放射能検査などの経費
　……………………………………………447 万円

○子ども・子育て支援事業（利用者支援専門員の配
　置など）…………………………………1,495 万円
○認可保育園運営費（私立保育園への運営委託、補
　助など）…………………………16 億 3,006 万円
○認可保育園建設事業（認可保育園建設費補助）　
　……………………………………  2 億 4,805 万円
○外国語教育推進事業（外国語指導助手、英語教育
　推進委員など）…………………  1 億 6,486 万円
○小学校教育指導事業（ICT を活用した新たな学び
　の推進事業 ）………………………… 1,315 万円
○わんぱく保育事業（預かり保育保護者負担軽減な
　どの補助）……………………………  6,000 万円

未来を拓く子どもたちの健やかな成長のために

・ホールボディカウンタ検査、母乳・尿の放射性物
　質検査費助成などの経費………………  270 万円
・東日本大震災農業生産対策交付金補助金　
　……………………………………  2 億 1,000 万円
・指定廃棄物一時保管業務、家畜改良体制再構築支
　援補助金など…………………………  5,253 万円
・学校給食食材などの放射能検査などの経費　
　……………………………………………  168 万円

キーワード　“未来への投資”

↑外国語指導助手を配置し、英語によるコミュニケーション
　力を高めていきます

↑那須塩原の魅力を広く PR するなど、定住促進施策を推進
　していきます
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○地域おこし協力隊運営事業（地域おこし協力隊運
　営の経費）……………………………… 704 万円
○畜産振興対策費（乳製品開発など）……58 万円
○農村活動支援事業（多面的機能支払交付金など）
　…………………………………… 2 億 1,917 万円
○農観商工連携推進事業（小学校アイデア料理コン
　テストなど）…………………………… 685 万円
○海外都市産業交流推進事業（海外視察研修）　　
　…………………………………………… 510 万円
○観光振興推進費（観光局事業）
　…………………………………… 1 億 2,700 万円

未来を創る地域産業の活性化のために

未来を守る災害対応力の強化のために

○国際交流推進費（国際交流員、海外都市交流など）
　……………………………………………  953 万円
○高齢者居場所づくり推進事業（生きがいサロン運
　営費）…………………………………  1,948 万円
○情報系システム管理費（地域ポータルサイト構築
　など）……………………………………  901 万円
○黒磯駅周辺地区都市再生整備計画事業（西口広場
　設計、東口広場工事など）………… 6 億 94 万円
○公園維持管理事業（烏ヶ森公園外灯整備、芝整備）
　…………………………………………   3,770 万円
○10周年記念事業（10周年記念式典、記念植樹な
　どの各種イベント）  ……………  2 億 2,970 万円

未来に集う人々の活発な交流のために

○防災対策推進費
・総合防災訓練…………………………… 181 万円
・防災士養成事業………………………… 567 万円
・自主防災組織育成支援……………… 1,916 万円
・塩原庁舎蓄電池設備設置…………… 1,400 万円
○消防コミュニティセンター整備事業（消防団緊急
　伝達システム改修工事など）……… 3,762 万円

↑総合防災訓練などを行い、防災対策の強化を図ります

↑皆さんとともに、市誕生10周年を盛大に祝います

2

3

4

↑地域おこし協力隊と連携して、地域産業を活性化させます
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　“那須塩原市の歌”が
　　　　　　　完成しました!
　一昨年 10 月から制作を進めていた「那須塩原市の歌」が、3月 25 日に晴れて完成しました。
　この歌は、市民の応募作品の中から最優秀賞に選ばれた田代芳寛氏の歌詞に、本市出身の作曲家である田中聡
美氏が曲を付けたものです。
　なお、今年 10 月 31 日に開催する「市誕生 10 周年記念式典」では、市内中学校合唱部の生徒約 300 人が、「那
須塩原市の歌」の大合唱を披露する予定です。

問い合わせ　本シティプロモーション課　☎ 0287（62）7109

那
須
塩
原
市
の
歌

一　

飛
び
ゆ
く
雲
が
美
し
い

　
　

那
須
野
が
原
の
大お

お
ひ
ろ
の

広
野

　
　

恵
み
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
は

　
　

豊
か
に
実
る
開
墾
地

　
　

那
須
塩
原　

那
須
塩
原

　
　

そ
の
名
、雄お

お々

し
く
、逞た

く
まし
く

　
　

人
、み
な
共
に
生
き
る
市ま

ち

二　

流
れ
る
水
は
清
ら
か
に

　
　

那
珂
川
を
ゆ
く
大お

お
う
み海

へ

　
　

朝
日
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
は

　
　

希
望
の
息
吹
高
ま
っ
て

　
　

那
須
塩
原　

那
須
塩
原

　
　

そ
の
名
、若
く
て
、生
き
生
き
と

　
　

人
、生
産
に
励
む
市ま

ち

三　

高
原
山
の
麓ふ

も
と
べ辺

に

　
　

い
で
湯
の
泉
湧
く
と
こ
ろ

　
　

四
季
の
彩
り
、
ふ
る
さ
と
は

　
　

塩
原
板
室
と
り
ど
り
に

　
　

那
須
塩
原　

那
須
塩
原

　
　

そ
の
名
、や
さ
し
く
、輝
い
て

　
　

人
、世
界
か
ら
集
う
市ま

ち

♪
♪♪♬
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那須塩原市の歌
作詞　田代 芳寛　　　
作曲　田中 聡美　　　

　那須野が原の肥
ひ よ く

沃で広大な土地が
農産物の生産を豊かにして人々を養
います。那珂川を主流にいくつもの
清流が大地を潤し、暮らしは川とと
もに歴史を紡ぎます。那須火山帯は
温泉という地下資源をもたらし、風
光明媚な渓谷が観光客を招きます。
　ふるさとの素晴らしさを再認識し
て、市の繁栄を願い、夢を確信して
歌ってほしいです。

歌詞に込められた想い

　曲作りに当たっては、誰もが歌いやすく、
皆さんに親しまれる曲を目指し、歌いやす
い音の高さを選んでいます。曲の前半は本
市の広大な風景を、後半は未来へ向かって
の希望や意気込みをはずむリズムで表現
し、最後には、歌を盛り上げるため「那須
塩原」の一言を追加しました。
　曲の始めにある「G

グランディオーソ
randioso」とは、「壮大」

を意味する演奏記号です。皆さんには、「高
原の広々とした街、那須塩原」を思い描き
ながら歌ってほしいです。

曲に込められた想い
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市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
配
信
を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
３
つ
の
手
段
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
埼
玉
県
新
座
市
と
は
、

平
成
17
年
11
月
１
日
に
「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
今
年
３
月
２
日
に

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
代
理
掲
載
に
関
す
る
覚
書
」

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
が
大
規
模
災
害
で
被

災
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
災
害
情
報
な
ど

を
お
知
ら
せ
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
代

わ
り
に
新
座
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
那
須
塩
原

市
の
災
害
情
報
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◆
代
わ
り
に
掲
載
さ
れ
る
情
報

・
避
難
所
の
開
設
状
況

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
、
水
道
、
下
水

　

道
、
通
信
や
公
共
交
通
）
の
状
況
な
ど

　

特
に
緊
急
を
要
す
る
災
害
情
報
を

不
特
定
多
数
の
人
に
配
信
す
る
た

め
、
N
T
T
ド
コ
モ
、
K
D
D
I

（
a
u
）、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル

の
携
帯
電
話
３
社
が
提
供
す
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
を

活
用
し
ま
す
。

◆
配
信
す
る
情
報

・
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避

　

難
指
示

・
警
戒
区
域
情
報

・
噴
火
情
報

・
指
定
河
川
洪
水
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
国
民
保
護
情
報

◆
特
徴

・
市
内
の
携
帯
電
話
に
対
し
、
市
か

　

ら
特
に
緊
急
を
要
す
る
災
害
情
報

　

を
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
一
斉
配
信

・
災
害
発
生
時
、
回
線
混
雑
の
影
響

　

を
受
け
ず
に
受
信
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す

・
通
信
料
、
月
額
使
用
料
は
か
か
り

　

ま
せ
ん

◆
注
意

・
市
外
で
も
、
境
界
付
近
で
は
メ
ー

　

ル
を
受
信
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
事
前
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

　

は
不
要
で
す
が
、
受
信
設
定
が
必

　

要
で
す

・
機
種
に
よ
り
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

が
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
◆
受
信
設
定
方
法

　

利
用
し
て
い
る
各
携
帯
電
話
会
社

　

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

①
新
座
市
と
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　

代
理
掲
載

　

②
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ

　
　

ア
メ
ー
ル
）
の
配
信

　

市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
国
か
ら

市
町
村
に
配
信
さ
れ
る
緊
急
情
報

を
、「
み
る
メ
ー
ル
」
で
自
動
配
信

す
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
始
め
ま
し

た
。

◆
配
信
対
象
者

　
「
み
る
メ
ー
ル
」（
市
登
録
制
メ
ー

　

ル
）
の
全
登
録
者

◆
配
信
す
る
情
報

・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
国
民
保
護
情
報

・
噴
火
警
報

・
気
象
等
の
特
別
警
報

・
竜
巻
注
意
情
報

・
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

・
指
定
河
川
洪
水
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

◆
み
る
メ
ー
ル
の
登
録

　

次
の
Q
R
コ

　

ー
ド
を
読
み
取

　

っ
て
登
録
し
て

　

く
だ
さ
い

　

③
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
受
信
情
報
を

　
　
「
み
る
メ
ー
ル
」
登
録
者
に

　
　

自
動
配
信

↓新座市ホームページに災害情報が掲載されます

　

い
ざ
と
い
う
と
き
は
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　

市
の
災
害
時
情
報
配
信

　
　
　
　
　

                    　

問
い
合
わ
せ　

本
総
務
課　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
５
０

  新座市 検 索

大規模災害時は…



平成27年4月5日号13

▼
貸
出
機
器　

①
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
クM

S-N
23

　
（
機
種
名　

リ
サ
イ
ク
ラ
ー
）

②
日
立ECO

-V
S30

　
（
機
種
名　

キ
ッ
チ
ン
マ
ジ
ッ
ク
）

※
機
種
は
指
定
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
貸
出
期
間　

４
月
６
日
㈪
～
来
年

　

３
月
25
日
㈮

▼
１
世
帯
当
た
り
の
貸
出
時
間　

　

月
曜
午
前
９
時
～
金
曜
午
後
４
時

　

30
分
（
最
大
５
日
間
）

※
「
水
曜
～
翌
週
火
曜
」
と
い
っ
た

　

貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
祝
日
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
貸
出

　

時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

▼
貸
出
条
件　

次
の
全
て
の
条
件
に

　

該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

　

い
て
、
機
器
の
適
切
な
設
置
場
所

　

が
あ
る
（
屋
内
設
置
型
で
、
ア
ー

　

ス
の
接
続
が
必
要
で
す
）

②
機
器
を
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
適

　

正
に
維
持
管
理
で
き
る

③
機
器
の
使
用
状
況
調
査
な
ど
に
協

　

力
で
き
る

④
機
器
を
自
分
で
借
り
受
け
・
返
却

　

で
き
る

※
貸
し
出
し
は
原
則
、
１
世
帯
に
つ

　

き
１
台
で
１
回
限
り
で
す
。

▼
貸
出
費
用　

無
料

▼
貸
出
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

　

し
込
み
。
貸
出
日
に
は
、
身
分

　

証
明
書
（
運
転
免
許
証
、
健
康

　

保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

を
持
参
し
、
借
受
書
に
氏
名
な

　

ど
を
記
入
し
て
か
ら
借
り
て
く

　

だ
さ
い

※
申
し
込
み
は
、
土
・
日
曜
、
祝

　

日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
。

※
申
し
込
み
が
あ
っ
て
も
、
機
器

　

の
故
障
な
ど
の
理
由
で
貸
し
出

　

し
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

・
機
器
の
電
気
代
と
設
置
に
関
す

　

る
費
用
（
ア
ー
ス
取
り
付
け
な

　

ど
）
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

・
機
器
は
、
必
ず
借
受
時
と
同
じ

　

窓
口
に
、
借
受
時
と
同
じ
状
態

　

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

○
本
環
境
対
策
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
３
０
１

○
西
市
民
福
祉
課

　

☎
０
２
８
７
（
37
）
５
１
０
４

○
塩
総
務
福
祉
課

　

☎
０
２
８
７
（
32
）
２
９
８
８

○
箒
根
出
張
所

　

☎
０
２
８
７
（
35
）
２
５
１
１

　

4
月
か
ら
、
生
ご
み
処
理
容
器
・

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
設
置
費
補
助

金
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
補
助
額

〈
引
き
上
げ
前
〉

・
生
ご
み
処
理
容
器

　

１
基
当
た
り
の
購
入
価
格
の
２
分

　

の
１
以
内
（
限
度
額
４
千
円
）

・
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

　

１
台
当
た
り
の
購
入
価
格
の
２
分

　

の
１
以
内
（
限
度
額
２
万
円
）

〈
引
き
上
げ
後
〉

・
生
ご
み
処
理
容
器

　

１
基
当
た
り
の
購
入
価
格
の
２
分

　

の
１
以
内
（
限
度
額
６
千
円
）

・
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

　

１
台
当
た
り
の
購
入
価
格
の
２
分

　

の
１
以
内
（
限
度
額
４
万
円
）

▼
対
象　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

　

す
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

　

い
る
人

②
容
器
の
場
合
は
、
容
器
を
設
置
で

　

き
る
敷
地
が
あ
る
人

③
生
ご
み
を
た
い
肥
化
・
減
量
で
き

　

る
人

④
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

⑤
同
機
器
で
の
補
助
金
の
交
付
を
、

　

過
去
５
年
以
内
に
受
け
て
い
な
い

　

人
▼
申
請
方
法

①
補
助
対
象
の
要
件
に
該
当
す
る
こ

　

と
を
確
認
し
、
生
ご
み
処
理
機
器

　

を
購
入

②
交
付
申
請
書
、
実
績
報
告
書
、
交

　

付
請
求
書
、
領
収
書
を
申
請
窓
口

　

に
提
出

※
領
収
書
に
は
、
購
入
者
名
・
メ
ー

　

カ
ー
名
・
型
式
・
基
数
・
本
体

　

価
格
・
購
入
日
・
購
入
店
名
の
記

　

載
が
必
要
で
す
。
記
載
が
な
い
場

　

合
は
、
保
証
書
や
取
扱
説
明
書
な

　

ど
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
審
査
が
通
れ
ば
、
現
地
確
認
後
、

　

指
定
さ
れ
た
口
座
に
補
助
金
が
振

　

り
込
ま
れ
ま
す
。

▼
申
請
窓
口　

本
環
境
対
策
課
、

　

西
市
民
福
祉
課
、塩
総
務
福
祉
課
、

　

箒
根
出
張
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
対
策
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
３
０
１

生
ご
み
処
理
容
器
・
機
械
式
生
ご
み
処
理
機

　

設
置
補
助
金
の
限
度
額
引
き
上
げ

自宅でごみの減量を！
　　　生ごみ処理機などを使うと
　　　　　　　簡単にごみを減量化できます

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し
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市誕生10周年記念
　平成27年度那須塩原市開こん記念祭

時間　　午前 9時 20 分～ 10 時 25 分
ところ　野外ステージ
内容　　涼

りょう

風
ふ う か

花氏（書道家）による書道パフォー
　　　　マンス、子ども疏水太鼓、開こんに関す
　　　　る意見発表など

時間　　午前 10 時 30 分～ 11 時
ところ　野外ステージ
内容　　市内小学 6年生が市の歴史などのクイズ
　　　　に挑戦（雷様剣士ダイジも参加！）

時間　　午前 9時 20 分～正午
ところ　野外ステージ
※なくなり次第終了。

時間　　午前 10 時～正午　※雨天時中止。
ところ　野外ステージ
内容　　施設の紹介、園芸や手芸作品などの
　　　　展示・販売

時間　　午前 10 時 30 分～
ところ　ふるさとの味屋台コーナー　　

時間　　午前 10 時 30 分～
ところ　ふるさとの味屋台コーナー
内容　　開拓なべ、芋串、茶会、餅つき
※なくなり次第終了。

式典

小学生○×クイズ

まんじゅうの配布

福祉施設紹介・作品展示販売

緑の苗木 300 本無料配布会

ふるさとの味屋台コーナー

野外ステージ

国道 4 号

国道 4 号

烏ヶ森公園入口

烏ヶ森
公園入口

西那須野
公民館 ＪＲ西那須野駅

三島ホール

会場図

博物館

国際医療福祉
大学病院

消防署

スーパー

ふるさとの味
屋台コーナー

至
宇
都
宮

　
烏
ヶ
森
公
園

国
道
４
０
０
号

当日一般車
両進入禁止

わんぱく
広場

池

駐車場

駐車場

第2駐車場（那須の
植木まつり会場）

駐車場

雨天時●那須の植木まつり
とき　4月 15 日㈬まで開催中
※開花具合によって、日程を変更す
　る場合があります。
ところ　烏ヶ森公園南第２駐車場
問い合わせ
　ＪＡなすの植木センター
　☎ 0287（36）3477

●催し

とき　　　　４月15日㈬午前9時20分～
ところ　　　烏ヶ森公園（雨天時：三島ホール）
問い合わせ　開こん記念祭実行委員会事務局
　　　　　　（西総務税務課内）
　　　　　　☎ 0287（37）5105

　開こん記念祭は、明治 18 年 4 月 15 日に日本三大疏水
の一つといわれる那須疏水の起工式が行われたのを記念
して始められたお祭りです。さまざまな催しが行われる
ので、皆さんぜひ来てください。
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 今月のテーマ

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
会

社
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、「
大
手
電
話
会
社
の
関

連
事
業
者
と
思
い
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

契
約
の
内
容（
料
金
コ
ー
ス
な
ど
）

変
更
の
手
続
き
を
遠
隔
操
作
で
し

て
も
ら
っ
た
が
、
無
関
係
の
事
業

者
で
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
自
体
が
変
更

さ
れ
て
い
る
と
分
か
っ
た
。
解
約

を
申
し
出
た
ら
、
違
約
金
を
請
求

さ
れ
た
」
な
ど
、
遠
隔
操
作
に
よ

る
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

〈
事
例
１
〉　

　

大
手
電
話
会
社
か
ら
の
電
話
だ

と
思
い
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
内

容
変
更
を
了
解
し
た
が
、
プ
ロ
バ

イ
ダ
自
体
が
変
更
さ
れ
て
い
た
。

〈
事
例
２
〉

　

通
信
料
が
安
く
な
る
と
言
わ
れ

て
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
を
変
更
し
た

が
、
言
わ
れ
た
と
お
り
安
く
な
ら

な
い
。

〈
事
例
３
〉

　

電
話
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
を
勧

誘
さ
れ
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま

遠
隔
操
作
で
変
更
し
て
し
ま
っ

た
。

①
契
約
内
容
を
完
全
に
理
解
し
な

　

い
ま
ま
電
話
口
で
承
諾
し
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
契
約
先
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ

　

う
③
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
、
現

　

在
の
利
用
料
よ
り
も
何
が
い
く

　

ら
安
く
な
る
か
を
確
認
し
ま

　

し
ょ
う

④
従
前
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
解

　

約
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も

　

理
解
し
、
新
た
な
契
約
の
必
要

　

が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り

　

ま
し
ょ
う

遠隔操作によるプロバイダ
変更勧誘トラブルに注意

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

ア
ド
バ
イ
ス

  問い合わせ   
  　シティプロモーション課
  ☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

　

市
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
親
し
ま
れ
る
広
報
な
す
し

お
ば
ら
を
作
る
た
め
、
広
報
モ
ニ

タ
ー
（
ま
ち
か
ど
通
信
員
）
か
ら

の
意
見
・
要
望
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
モ
ニ
タ
ー

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
大
型
の
記
事

・
グ
ラ
フ
を
使
っ
た
記
事
に
つ
い

て
、
グ
ラ
フ
の
色
が
濃
す
ぎ
て
文

字
な
ど
が
見
づ
ら
い

担
当
者
：
グ
ラ
フ
で
は
、
濃
い
色

　

の
使
用
を
控
え
、
薄
い
色
で
バ

　

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と

　

で
文
字
な
ど
を
見
や
す
く
し
ま

　

し
た

■
く
ら
し
の
情
報

・
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
の
地
図
が

　

分
か
り
に
く
い

担
当
者
：
目
印
に
な
る
建
物
な
ど

　

が
少
な
い
場
所
を
地
図
で
表
す

　

場
合
に
、「
看
板
あ
り
」な
ど
建

　

物
以
外
の
目
印
を
記
載
す
る
よ

　

う
に
し
ま
し
た

■
記
事
全
体

・
写
真
が
た
く
さ
ん
あ
る
記
事

　

は
、
カ
ラ
ー
に
し
た
方
が
読
み

　

手
も
楽
し
く
読
め
る

・
難
し
い
内
容
は
、
読
む
気
が
な

　

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

　

の
で
、
意
識
的
に
簡
単
な
言
葉

　

で
書
い
て
ほ
し
い

担
当
者
：
写
真
が
多
い
記
事
は
、

　

な
る
べ
く
写
真
を
カ
ラ
ー
に
す

　

る
こ
と
で
、
明
る
く
読
み
や
す

　

い
誌
面
に
な
る
よ
う
に
し
て
い

　

き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
生
活

　

で
な
じ
み
の
な
い
行
政
の
専
門

　

用
語
や
医
学
的
な
専
門
用
語
な

　

ど
は
分
か
り
や
す
い
言
葉
に
置

　

き
換
え
、
こ
れ
ま
で
よ
り
読
み

　

や
す
く
分
か
り
や
す
い
文
章
で

　

記
事
を
書
く
よ
う
に
し
て
い
き

　

ま
す

　

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
意

見
・
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
親

し
ま
れ
る
広
報
な
す
し
お
ば

ら
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

目印の記載を追加し、分かりやすい地図にしました
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お
知
ら
せ

単
独
処
理
浄
化
槽
撤
去
費

補
助
金
制
度
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

知
っ
て
い
ま
す
か

就
学
援
助
制
度

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金
・
蓄
電
池
設

置
費
補
助
金

　

就
学
援
助
は
、
経
済
的
に
困
っ

て
い
る
家
庭
に
対
し
、
小
・
中
学

校
の
就
学
に
必
要
な
費
用
の
一
部

を
市
が
援
助
す
る
制
度
で
す
。

▼
申
請
方
法　

通
学
先
の
学
校
に

　

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
、
学
校
に
提
出

※
転
入
の
関
係
で
、
本
市
に
納
税

　

情
報
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
世

　

帯
の
所
得
が
分
か
る
書
類
の
添

　

付
が
必
要
。

▼
援
助
費
目　

学
用
品
費
、
通
学

　

用
品
費
、
新
入
学
用
品
費
（
4

　

月
当
初
に
認
定
を
受
け
た
新
１

　

年
生
の
み
）、
給
食
費
、
修
学

　

旅
行
費
、
校
外
活
動
費
、
医
療

　

費
（
学
校
保
健
法
で
規
定
す
る

　

も
の
の
み
）

※
援
助
額
に
つ
い
て
は
国
の
規
定

　

に
準
じ
て
い
る
た
め
上
限
が
あ

　

る
費
目
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
２
８
９

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
単

独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
に
転
換
し
た
り
、
下
水
道
へ

接
続
す
る
人
を
対
象
に
、
単
独
処

理
浄
化
槽
の
撤
去
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

　

現
在
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
人
で
、
こ
れ
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
や
下
水
道

へ
の
接
続
を
検
討
し
て
い
る
人
は

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

次
の
全
て
の
要
件
に
該

　

当
す
る
人

①
下
水
道
に
接
続
し
た
り
、
合
併

　

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め

　

に
、
住
宅
に
設
置
し
て
あ
る
単

　

独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
す
る
人

②
市
税
・
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

　

農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者
分

　

担
金
に
滞
納
が
な
い
人

③
申
請
日
現
在
、
撤
去
工
事
が
未

　

着
工
で
、
来
年
3
月
10
日
ま
で

　

に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

※
申
請
時
点
で
、
す
で
に
撤
去
工

　

事
が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
や
完

　

了
し
て
い
る
も
の
は
補
助
の
対

　

象
外
で
す
。

▼
補
助
金
額　

撤
去
に
要
す
る
費

　

平
成
27
年
度
補
助
金
の
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
対
象　

専
用
住
宅
、
併
用
住
宅

※
共
同
住
宅
、
借
家
は
除
く
。

▼
補
助
金
額

①
太
陽
光
…
１
kW
当
た
り
３
万
円

　
（
上
限
12
万
円
）

②
蓄
電
池
…
１
基
当
た
り
10
万
円

▼
そ
の
他

・
補
助
条
件
な
ど
を
事
前
に
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い

・
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
９
３

放
射
性
物
質
簡
易
検
査
結

果（
2
月
分
）は
3
月
分
と

あ
わ
せ
て
公
表
し
ま
す

　

２
月
分
の
検
査
結
果
は
、
検
査

数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
広
報
５

　

用
の
全
額
（
上
限
10
万
円
）

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

　

で
計
算
。

▼
そ
の
他

・
申
請
す
る
場
合
は
、
交
付
要
件

　

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
の
確
認

　

事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

　

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
下
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
１
０

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た

め
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
毎
年
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
慢
性
腎
臓
病

の
予
防
の
た
め
、
健
診
時
に
腎
機

能
検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
特
定
健
康
診
査
〉

▼
対
象　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
40
歳
以
上
の
人

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
に
水

　

色
、
ピ
ン
ク
色
の
「
特
定
健
診

　

受
診
券
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
内
容　

身
体
計
測
（
身
長
・
体

　

重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲
）、
医
師

　

の
診
察
、
血
圧
測
定
、
血
糖
検

　

査
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

　

尿
検
査
、
貧
血
検
査
、
心
電
図

　

検
査
、
腎
機
能
検
査

▼
健
診
の
受
け
方

・
市
の
集
団
検
診
や
市
内
の
医
療

　

機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す

・
が
ん
検
診
の
予
約
を
し
て
い
る

　

人
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
受
け

　

ら
れ
ま
す

・
国
民
健
康
保
険
の
助
成
を
利
用

　

し
て
人
間
ド
ッ
ク（
脳
ド
ッ
ク
）

　

の
受
診
を
予
定
し
て
い
る
人
は

　

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
と
し

　

て
実
施
し
ま
す

〈
健
康
診
査
〉

▼
対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

に
加
入
し
て
い
る
人

※
対
象
者
に
は
、
４
月
中
旬
に
ク

　

リ
ー
ム
色
の
「
後
期
高
齢
者
健

　

診
受
診
券
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
内
容　

身
体
計
測
（
身
長
・
体

　

重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
医
師
の
診
察
、

　

血
圧
測
定
、
血
糖
検
査
、
脂
質

　

検
査
、
肝
機
能
検
査
、
尿
検
査
、

　

貧
血
検
査
、
腎
機
能
検
査

▼
健
診
の
受
け
方

・
市
の
集
団
検
診
や
市
内
の
医
療

　

機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す

・
が
ん
検
診
の
予
約
を
し
て
い
る

　

人
は
が
ん
検
診
と
同
時
に
受
け

　

ら
れ
ま
す

〈
共
通
事
項
〉

▼
個
人
負
担
金　

無
料

▼
そ
の
他

・「
健
康
診
査
受
診
券
」
と
「
保

　

険
証
」
を
健
診
受
付
時
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い

・
受
診
券
と
併
せ
て
健
診
の
詳
し

　

い
資
料
を
送
付
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
健
康
増
進
課
（
黒
磯
保
健
セ
ン

　

タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
１
１
０
０

月
５
日
号
に
３
月
分
と
あ
わ
せ
て

掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
０
０
Bq
／
kg
超
え
た

食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
６
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

～
国
保
被
保
険
者
対
象
～

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す

　

被
保
険
者
の
病
気
の
早
期
発
見

や
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象　

納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る

　

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

　

い
る
世
帯
の
30
～
74
歳
の
国
民

　

健
康
保
険
被
保
険
者

※
平
成
27
年
度
に
特
定
健
康
診
査

　

を
受
診
し
た
40
歳
以
上
の
人
は

　

対
象
外
で
す
。

▼
助
成
種
別　

一
泊
ド
ッ
ク
、
日

　

帰
り
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
３

　

種
類
の
み

▼
検
診
機
関
・
種
別

○
菅
間
記
念
病
院

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
脳
神
経
外
科
病
院
…
脳

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
中
央
病
院
（
大
田
原
市
下

　

石
上
１
４
５
３
）

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
赤
十
字
病
院
（
大
田
原
市

　

中
田
原
１
０
８
１
‐
４
）

　
　
　
　
　
　
　

…
日
帰
り
・
脳

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

　
（
矢
板
市
富
田
77
）

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
（
宇

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

～
火
の
元
管
理
に
注
意
～

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
の
た
め

の
市
長
激
励
費

　

今
年
は
市
内
で
火
災
が
16
件
と

多
発
し
て
い
て
、
す
で
に
３
人
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
本
部
で
は
防

火
対
象
物
の
予
防
査
察
を
徹
底

し
、
消
防
団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・

市
と
連
携
し
て
警
戒
態
勢
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
外
出
時

の
火
の
元
確
認
を
は
じ
め
、
野
焼

　

市
で
は
、市
内
に
住
所
が
あ
り
、

関
東
大
会
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
す
る
人
に
、
激
励
費
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
方
法　

申
請
書
に
次
の
書

　

都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐

　

１
）
…
日
帰
り

▼
助
成
額

○
一
泊
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

→
３
万
２
４
０
０
円

○
日
帰
り
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
グ　

　
　
　
　
　

→
１
万
９
４
４
０
円

※
自
己
負
担
の
額
は
、
検
診
機
関

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
実
施
期
限　

来
年
３
月
31
日
㈭

▼
申
込
方
法　

国
民
健
康
保
険
証

　

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
窓
口
で

　

申
し
込
み

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

来
年
２
月
29
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
９

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

○
箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

とき ところ

5
月
７ 
日
㈭

  9時20分～  9時40分  宇都野集落センター

10時00分～10時20分  金沢下コミュニティセンター

10時50分～11時50分  ハロープラザ入口付近砂利駐車場

13時10分～13時30分  高阿津集落センター

13時50分～14時20分  大貫小学校砂利駐車場

14時40分～15時00分  下大貫集落センター

5
月
８
日
㈮

  9時00分～  9時20分  蟇沼公民館

  9時40分～10時10分  アグリパル塩原

10時40分～11時10分  塩原温泉交流広場（旧塩原支所）

11時25分～11時55分  塩原支所

13時15分～13時35分  塩原B&G海洋センター駐車場

14時10分～14時30分  上の原公民館
5
月
９
日
㈯

  9時30分～10時00分  日の出集落センター

10時20分～10時50分  横林小学校

11時10分～11時30分  接骨木公民館

○狂犬病予防接種を忘れずに（塩原地区）
　生後 90 日を過ぎた犬の飼い主は、法律でその犬の登録（生涯１
度）と狂犬病予防ワクチン接種（毎年１回）が義務づけられていま
す。この機会に、忘れずに予防接種を受けましょう。
◆注射料金　１頭 3,500 円
※新規で登録する場合、登録費用として 3,000 円が別途必要。
◆塩原地区の日程

※西那須野地区は、5月21日㈭～24日㈰に実施します。日程表は広
報なすしおばら4月20日号に掲載予定です。
◆問い合わせ　本環境管理課　☎（62）7142
　　　　　　　西市民福祉課　☎（37）5104
　　　　　　　塩総務福祉課　☎（32）2939

き
を
行
う
場
合
な
ど
、火
の
管
理
、

後
始
末
に
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部 

　

予
防
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

○
大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

塩

塩

　

類
を
添
付
し
て
、
大
会
の
開
会

　

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

①
出
場
す
る
大
会
の
要
項

②
予
選
会
な
ど
の
結
果
表
、賞
状
、

　

新
聞
な
ど
の
掲
載
記
事
、
推
薦

　

書
、
そ
の
他
大
会
の
出
場
を
証

　

明
す
る
も
の

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

確
認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
協
力
施
設
募
集

　

次
代
を
担
う
中
学
・
高
校
生
の

福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
夏
休
み
期
間
中

に
開
催
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
中
、
施
設
体
験
で
参

加
者
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
新
規

協
力
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
～
8
月
の
夏
休
み
期

　

間
中

▼
内
容　

施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
体
験

○
3
日
間
で
1
～
5
人
体
験

○
時
間
午
前
9
時
～
午
後
4
時

○
参
加
者
は
、
市
内
に
在
住
・
在

　

学
す
る
中
学
・
高
校
生

▼
対
象
施
設　

市
内
の
高
齢
者
福

　

祉
施
設
、
障
害
者
福
祉
施
設
、

　

保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭

▼
そ
の
他

・
応
募
の
あ
っ
た
施
設
に
は
、
5

　

月
中
旬
頃
に
日
程
や
受
入
人
数

　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
ま
す

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に

　

5
月
下
旬
に
打
ち
合
わ
せ
会
を

　

行
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
０
０
７
３

▼
と
き　

10
月
22
日
㈭
～
27
日
㈫

▼
と
こ
ろ　

和
歌
山
県

▼
募
集
競
技　

陸
上
競
技
、水
泳
、

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、卓
球
・

　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
害
者

　

の
み
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的

　

障
害
者
の
み
）

▼
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条
件

　

に
該
当
す
る
人

①
4
月
1
日
現
在
で
13
歳
以
上
の

　

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

②
県
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
県
内

　

の
施
設
や
学
校
な
ど
に
入
所
・

　

通
所
・
通
学
し
て
い
る
人

③
原
則
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
実

　

施
さ
れ
た
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
に
出
場
し
た
人

④
強
化
練
習
会
な
ど
の
行
事
（
5

　

回
）
に
全
日
程
参
加
で
き
る
人

⑤
栃
木
県
選
手
団
の
一
員
と
し
て

　

集
団
で
の
生
活
・
行
動
が
で
き

　

る
人

▼
負
担
金　

5
千
円

▼
申
し
込
み

○
本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

※
障
害
者
福
祉
施
設
の
利
用
者
、

　

特
別
支
援
学
校
の
在
学
者
、
県

　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
加
入
者

　

は
、
各
所
属
先
へ
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

4
月
21
日
㈫
～
5

　

月
20
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

○
N
P
O
法
人

　

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
FAX
０
２
８（
６
２
４
）２
７
６
１

  
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
悩
ん
で

い
る
人
の
相
談
窓
口

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
派
遣
選
手
募
集

ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
が

見
に
く
い
場
合
に
は

　

新
し
い
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー

を
3
月
5
日
か
ら
配
布
し
て
い
ま

す
。
通
常
の
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
が
見
に
く
い
人
の
た
め
に
、

カ
レ
ン
ダ
ー
部
分
を
拡
大
し
た
拡

大
版
を
作
成
し
ま
し
た
。
次
の
場

所
で
入
手
で
き
ま
す
。

▼
配
布
窓
口　

本
環
境
対
策
課
、

　

西
市
民
福
祉
課
、
塩
総
務
福
祉

　

課
、
箒
根
出
張
所

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎ 

（
62
）
７
３
０
１

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
で

働
く
人
や
そ
の
家
族
が
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
で
す
。

　

平
成
27
年
5
月
納
付
分
か
ら
、

介
護
保
険
料
率
が
1
・
72
％
か
ら

1
・
58
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
保
険
料
率
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は

▼
問
い
合
わ
せ

○
全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
支
部

☎
０
２
８
（
６
１
６
）
１
６
９
１

検
索

協
会
け
ん
ぽ

自
宅
の
テ
レ
ビ
で

行
政
情
報
が
見
ら
れ
ま
す

　

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

を
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の

案
内
、市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

▼
視
聴
方
法

①
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ

　

に
合
わ
せ
る

②
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す

③
リ
モ
コ
ン
の
矢
印
ボ
タ
ン
▲
▼

　

で
見
た
い
項
目
を
選
び
、
決
定

　

ボ
タ
ン
を
押
す

④
再
度
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
通

　

常
の
テ
レ
ビ
画
面
に
戻
り
ま
す

※
視
聴
で
き
る
の
は
、
地
上
デ
ジ

　

タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
の
み
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
９

　

県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
助

言
・
事
業
所
へ
の
調
査
・
話
し
合

い
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
約
束
し
た
は
ず
の
サ
ー
ビ
ス
が

　

受
け
ら
れ
な
い

○
支
援
の
仕
方
が
乱
暴
だ
。
職
員

　

の
言
動
に
傷
つ
け
ら
れ
た

○
も
う
少
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

　

守
っ
て
ほ
し
い

　

こ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

に
疑
問
や
不
満
を
感
じ
て
い
る
人

が
い
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
時
間　

月
～
金
曜
午
前
９

　

時
～
午
後
４
時
（
祝
日
・
年
末

　

年
始
を
除
く
）

※
電
話
以
外
に
も
来
所
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

　

メ
ー
ル
な
ど
で
相
談
を
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

○
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　

〠
３
２
０
‐
８
５
０
８

　

宇
都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６

　
　
　
　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

☎
０
２
８
（
６
２
２
）
２
９
４
１

FAX
０
２
８
（
６
２
２
）
２
３
１
６

　

asu.sw
@

　
　
　
　

dream
.ocn.ne.jp

塩
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

  

研
修
・
教
室
・
講
座

塩
原
温
泉
「
春
の
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
参
加

者
募
集

　

塩
原
温
泉
で
は
、
春
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
清
掃
活
動
）
を

実
施
し
ま
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
豊
か
な

自
然
の
中
で
の
清
掃
活
動
に
ぜ
ひ

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

４
月
24
日
㈮
午
前
９
時

　

30
分
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所

　

塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
清
掃
場
所　

塩
原
温
泉
街
～
西

　

那
須
野
・
塩
原
Ｉ
Ｃ
間

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
㈪

▼
そ
の
他

○
軍
手
・
昼
食
・
飲
み
物
は
準
備

　

し
ま
す

○
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

塩
原
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
４
０
０
０

講座 とき ところ 問い合わせ

 三島公民館
 「日本語教室」

 4月11日㈯～毎月土曜３回
 午後2時～4時（8月を除く）
 ※日程は三島公民館や市
　 ホームページで確認し
　 てください。

 三島
 公民館

 三島公民館
 　☎（36）8531

 国際交流協会
 「こうりゅう
 ひろば」

 毎週木曜午後７時～９時
 いきいき
 ふれあい
 センター

 市国際交流協会
 事務局（本秘書
 課内）
 　☎ （62）7324

 国際交流協会
 「こうりゅう
 サロン」

 毎週火曜午後７時～９時  東那須野
 公民館

　あなたの周りで言葉に困っている外国人がいたら、市内の日本語
教室をぜひ紹介してあげてください。
◆参加費　無料
◆持ち物　筆記用具、ノート
◆その他　申し込みは不要。直接、会場に来てください
※指導ボランティアも随時募集しています。
　興味のある人は、三島公民館まで問い合わせてください。
◆日本語教室一覧

○ のための外国人 日本語教室

県
医
師
修
学
資
金
（
大
学

医
学
課
程
）
利
用
者
募
集

海
外
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

　

将
来
、
産
科
医
と
し
て
、
県
内

の
地
域
医
療
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
志
を
持
っ
た
医
学
生
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。

▼
応
募
資
格　

４
月
１
日
現
在
、

　

第
４
～
６
学
年
に
在
籍
す
る
医

　

学
生

▼
募
集
人
数　

産
科
4
人
程
度

▼
貸
与
額　

月
額
35
万
円

▼
返
還
免
除　

次
の
２
つ
の
条
件

　

を
満
た
し
た
場
合
に
限
る

①
初
期
臨
床
研
修
を
県
内
で
実
施

②
産
科
医
と
し
て
県
指
定
の
公
的

　

病
院
な
ど
に
貸
与
年
数
の
１
・

　

５
倍
の
期
間
（
初
期
臨
床
研
修

　

期
間
を
除
く
）
勤
務
す
る

▼
応
募
方
法　

申
請
書
類
を
郵
送

　

か
持
参
で
提
出

※
申
請
書
類
は
、
応
募
先
や
、
県

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

　

ま
す
。

▼
応
募
期
限　

５
月
８
日
㈮

▼
そ
の
他　

書
類
と
面
接
を
も
と

　

に
審
査
を
行
い
、
決
定
し
ま
す

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
地
域
医
療
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
県
医
療
政
策
課
内
）

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
４
５

　
　

iryo@

　
　
　
　

pref.tochigi.lg.jp

◆
青
年
海
外
協
力
隊

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
開
発
途

上
国
の
人
た
ち
と
生
活
し
、
相
互

理
解
を
図
り
な
が
ら
自
助
努
力
の

促
進
に
協
力
す
る
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

◆
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
同
じ
目
的

で
派
遣
さ
れ
、
主
に
中
南
米
の
日

系
人
・
日
系
社
会
へ
貢
献
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
持
ち

　

5
月
11
日
現
在
、
20
歳
～
39
歳

　

の
人

※
応
募
に
は
そ
の
他
要
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
書
類
を
郵

　

送
で
提
出

※
書
類
を
も
と
に
選
考
を
実
施
。

▼
応
募
期
限　

５
月
11
日
㈪
（
消

　

印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力

　

隊
事
務
局
募
集
課

　

〠
１
０
２
‐
８
０
１
２

　

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
５
‐

　

25
二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
5
階

☎
０
３
（
５
２
２
６
）
９
８
１
３

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

新
緑
と
花
々
に
囲
ま
れ
た
公
園

内
約
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
花
見
気

分
で
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

公
園
ス
タ
ッ
フ
が
園
内
の
花
々

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
25
日
㈯
午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

鳥
野
目
河
川
公
園

▼
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
24
日
㈮

▼
そ
の
他　

飲
み
物
を
持
参
し
、

　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し

　

て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
鳥
野
目
河
川
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
４
３
３
４

美しい景観はみんなで守
りましょう
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〈スイミング健康教室〉
◆対象　次の全ての条件を満たす人
①納期限の過ぎている国民健康保険税を完納して
　いる世帯の18～74歳の国民健康保険被保険者
②年度内に同事業を受講していない人
③ 3 カ月間受講できる人　
◆実施期間
・第１回　  6月～ 8月
・第２回　  9月～ 11月
・第３回　12月～来年2月
◆内容　水中体操、水中歩行、泳ぎの基礎など、
　週2日、3カ月間の教室を年度内3回実施します
◆実施施設・時間・定員
○サンライズスポーツクラブ（上厚崎）
　午前９時30分～10時30分（日・月曜を除く2日）
　定員…20 人　　☎（64）3231
○ファインドスポーツクラブ（西大和）
　午前10時～12時30分（水・土・日曜を除く2日）
　定員…10 人　　☎（36）0419
◆参加費　6,318円（3カ月間）
※1カ月当たり2,106円で利用できます。
※総費用21,060円の3割が個人負担。
　残りの7割は国民健康保険が負担します。
◆申込期間
○第1回　  4月24日㈮～  5月13日㈬
○第2回　  7月24日㈮～  8月  7日㈮
○第3回　10月26日㈪～11月  9日㈪
※定員になり次第締め切り。
※70歳以上の人は、医師の診断書が必要です。
※参加決定者は、実施施設と日程調整のうえ、事
　前に体験教室に参加してください。

〈共通事項〉
◆申込方法　国民健康保険証と印かんを持参し、窓口で申し込み
※電話では申し込みできません。
◆申し込み・問い合わせ
　本国保年金課
　☎（62）7129

西市民福祉課
☎（37）5103

塩総務福祉課
☎（32）2988

箒根出張所
☎（35）2511

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
た
め
の
健
康
教
室

〈健康度アップ事業〉
　市内の健康増進施設やフィットネスクラブで、
自分の健康度に合わせて運動指導が受けられます。
楽しみながら生活習慣病の予防をしましょう。
◆対象　次の全ての条件を満たす人
①納期限の過ぎている国民健康保険税を完納して
　いる世帯の40～74歳の国民健康保険被保険者
②年度内に同事業を受講していない人　
③3カ月間受講できる人
◆実施期間　5月～来年3月
◆内容　健康度測定（基礎代謝量、体脂肪率、筋肉
　量、体水分量、肥満度、骨量など）、各種マシー
　ンを用いた筋力トレーニング、有酸素運動、ス
　トレッチなど、週2日、3カ月のコースです
◆実施施設　KPECフィットネスクラブ、女性専
　用フィットネスB-Line、ウェルネスNASPA、
　ファインドスポーツクラブ、女性専用フィット
　ネスカーブス
◆参加費　5,638円（3カ月間）
※1カ月当たり約1,880円で利用できます。
※総費用18,792円の3割が個人負担。
　残りの7割は国民健康保険が負担します。
◆申込期限　12月15日㈫

～
市
民
大
学
連
携
講
座
～

歴
史
講
座

「
会
津
中
街
道
を
歩
い
て
」

　
「
栃
木
県
歴
史
の
道
調
査
報
告

書
」
の
発
行
を
記
念
し
て
、
市
内

の
古

い
に
し
えの

歴
史
街
道
の
一
つ
「
会
津

中
街
道
」
を
歩
き
、
石
碑
・
道
標
・

一
里
塚
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
歴
史

街
道
の
意
義
を
知
る
講
座
で
す
。

▼
と
き

○
座
学
…
５
月
９
日
㈯
午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

○
現
地
研
修
…
５
月
16
日
㈯
・
６

　

月
６
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
４
時
30
分
（
徒
歩
と
バ
ス
で

　

移
動
）

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
講
師　

白
石
哲
夫
氏
（
会
津
中

　

街
道
倶
楽
部
会
員
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
開
始
日　

４
月
17
日
㈮
午

　

前
９
時
～

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
は
月
曜
、

　

祝
日
以
外
の
午
前
９
時
～
午
後

　

５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
０
０
６

塩
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

宇
都
宮
共
和
大
学
公
開
講
座

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

「
韓
国
語
初
級
講
座
」

　

ハ
ン
グ
ル
の
読
み
方
と
書
き
方

を
学
び
、
観
光
旅
行
な
ど
で
用
い

る
簡
単
な
会
話
の
習
得
を
目
指
す

講
座
で
す
。

▼
と
き　

５
月
15
日
～
６
月
26
日

　

の
毎
週
金
曜
午
後
7
時
～
8
時

　

30
分
（
全
７
回
）

▼
と
こ
ろ　

宇
都
宮
共
和
大
学
那

　

須
キ
ャ
ン
パ
ス
（
鹿
野
崎
１
３

　

１
）

▼
対
象　

初
め
て
韓
国
語
を
習
う

　

人
、
多
少
韓
国
語
を
習
っ
た
こ

　

と
が
あ
る
人

▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
最
少
開
講
人
数
５
人
。

▼
講
師　

松
田
勇
一
氏
（
宇
都
宮

　

共
和
大
学
准
教
授
）

▼
参
加
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト

　

代
含
）

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
宇
都
宮
共
和
大
学
宇
都
宮
シ

　

テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
局

☎
０
２
８
（
６
５
０
）
６
６
１
１

講座 とき ところ 定員 教材費 申込期限

 ディスクスポーツ  6月11日～7月16日の毎週木曜（全6回）
 午後7時30分～9時30分

　にしなすの運動公園
　体育館 15人 500円 5月21日㈭

 多国籍料理  6～9月の第3金曜（全4回）
 午後7時～9時30分 　厚崎公民館 調理室 16人 4,000円 5月29日㈮

 パラグライダー

 6月27日㈯
 ・午前9時30分～正午（午前の部）
 ・午後1時～３時30分（午後の部）
 ※午前、午後のどちらか半日を選択。

　那須温泉
　ファミリースキー場
　（那須町湯本弁天）

12人 3,500円 6月8日㈪

 卓球
 7月6日～8月24日の毎週月曜（全6回）
 午後7時～9時
 ※7月20日、8月10日は休講。

　くろいそ運動場 体育館 12人 500円 6月15日㈪

勤労青少年ホーム講座

◆対象　おおむね 40 歳以下の市民・市内勤務者
※申込者多数の場合は、抽選などになります。
◆その他　教材費以外に利用者会費として、1,000円が必要です
◆申し込み・問い合わせ
　勤労青少年ホーム　☎（73）5300　　home@nshome.jp　〔住所・氏名・年齢・電話・職業（勤務地）を記載〕

～
市
民
大
学
連
携
講
座
～

「
草
木
染
め
教
室
」

　

し
ゃ
っ
き
り
し
た
麻
の
の
れ
ん

に
家
紋
な
ど
の
図
案
を
型
染
め
し

ま
す
。

　

時
間
と
と
も
に
深
み
が
加
わ
る

柿
渋
な
ら
で
は
の
色
と
、
麻
の
風

合
い
が
魅
力
の
草
木
染
め
で
す
。

▼
と
き　

５
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭
、

　

６
月
11
日
㈭
・
17
日
㈬
の
午
前

　

９
時
～
正
午
（
全
４
回
）

▼
と
こ
ろ　

狩
野
公
民
館

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

18
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
講
師　

渡
辺
セ
ツ
子
氏

▼
参
加
費　

５
６
０
０
円

▼
申
込
開
始
日　

４
月
22
日
㈬
～

仕上げの柿渋塗り。
のれんの大きさは縦 1.1 ｍ×横 0.8 ｍほど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
狩
野
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
３
５
２
８

弓
道
教
室

　

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
弓
道

教
室
で
す
。

▼
と
き

○
昼
の
部
…
５
月
23
日
～
７
月
25

　

日
の
毎
週
土
曜
午
前
９
時
30
分

　

～
11
時
30
分
（
全
10
回
）

○
夜
の
部
…
５
月
11
日
～
７
月
13

　

日
の
毎
週
月
曜
午
後
７
時
30
分

　

～
午
後
９
時
（
全
10
回
）

▼
と
こ
ろ　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

　

弓
道
場

▼
対
象　

市
民
・
市
内
勤
務
者

※
昼
の
部
は
学
生
の
参
加
不
可
。

※
夜
の
部
は
送
迎
が
で
き
る
場
合

　

の
み
学
生
の
参
加
可
。

▼
定
員　

各
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　

千
円
（
資
料
、
消
耗

　

品
代
）

▼
申
し
込
み　

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

▼
申
込
期
限　

４
月
30
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ　

○
市
弓
道
連
盟
（
高
久
）　

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
８
１
２
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催
し

市
長
杯
争
奪
将
棋
大
会

合
併
５
周
年
記
念

那
須
塩
原
市
商
工
会
ま
つ
り

▼
と
き　

5
月
10
日
㈰
午
前
9
時

　

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

　

セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
民
・
市
内
勤
務
者

▼
競
技
方
法　

駒
落
戦
（
敗
者
復

　

活
戦
あ
り
）

※
子
ど
も
の
部
あ
り
。

▼
参
加
費
（
当
日
集
金
）

・
大
人　
　
　
　

１
５
０
０
円

・
中
学
生
以
下　

５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

5
月
7
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
黒
磯
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
５

　
「
商
工
会
再
発
見
！
地
域
の
原

動
力
」
～
出
会
う
、
つ
な
が
る
、

そ
の
先
の
未
来
へ
～
を
テ
ー
マ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

4
月
19
日
㈰
午
前
10
時

　

～
午
後
3
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

那
須
塩
原
市
商
工
会

　

館
北
側
特
設
会
場
（
末
広
町
64

　

‐
27
）

▼
内
容　

会
員
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
製

　

品
の
展
示
、
飲
食
物
産
品
の
試

　

食
・
販
売
、
軽
ト
ラ
市
、
ケ
ー

　

ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
の
生
演
奏
、
地

　

元
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
・
琴
の

　

演
奏
、
野
点
、
栃
木
４
プ
ロ
の

　

展
示
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
リ
ン

　

ク
栃
木
ブ
レ
キ
シ
ー
チ
ア
チ
ー

那
須
塩
原
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
団
員
募
集

▼
対
象　

幼
児
以
上
の
市
民
・
市

　

内
勤
務
者
（
幼
児
は
保
護
者
の

　

同
伴
が
必
要
）

▼
活
動
日
・
場
所　

○
稲
村
公
民
館
…
毎
週
水
曜
午
後

　

７
時
～
８
時
30
分　

○
く
ろ
い
そ
運
動
場
武
道
館
…
毎

　

週
金
曜
午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
そ
の
他
、
大
会
や
審
査
会
へ
の

　

参
加
も
適
宜
あ
り
。

空
手
道
教
室

▼
と
き　

５
～
６
月
の
毎
週
水
曜

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
（
全
８
回
）　

ジ
ョ
イ
フ
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

基
礎
か
ら
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ま

で
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
技
能
を
優

し
く
学
べ
る
教
室
で
す
。

▼
と
き　

５
～
10
月
ま
で
の
土
・

　

日
曜
午
前
９
時
～
正
午
（
月
２

　

回
程
度
・
全
12
回
）

※
詳
し
い
日
程
は
問
い
合
わ
せ
て

　

く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト
、
三
島
体
育
セ
ン

　

タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　

学
生
を
除
く
市
民
・
市

　

内
勤
務
者

▼
定
員　

30
人

▼
参
加
費　

２
千
円（
当
日
集
金
）

▼
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

　

会
場
で
直
接
申
し
込
み

※
初
回
は
５
月
２
日
㈯
で
す
。

▼
そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で

　

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
（
磯
）　

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
０
７
６
０

▼
と
こ
ろ　

稲
村
公
民
館
多
目
的

　

ホ
ー
ル

▼
対
象　

幼
児
以
上
の
市
民
・
市

　

内
勤
務
者
（
幼
児
は
保
護
者
の

　

同
伴
が
必
要
）

▼
定
員　

30
人

※
教
室
開
催
期
間
中
で
も
空
き
が

　

あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料
（
希
望
者
は
任

　

意
で
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
で

　

き
ま
す
）

▼
申
し
込
み

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

○
市
空
手
道
連
盟
錬
武
会（
大
貫
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

▼
申
込
期
限　

６
月
24
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
空
手
道
連
盟
錬
武
会（
大
貫
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

▼
参
加
費　

月
額
千
円

▼
そ
の
他

・
見
学
を
す
る
場
合
に
は
練
習
場

　

所
へ
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い

　
（
無
料
体
験
可
能
）

・
幼
児
や
低
学
年
の
児
童
は
30
分

　

程
度
の
練
習
参
加
も
可
能
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団　
（
大
貫
）

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
６
６
１
９

火　災 救　急
建物   7 件 交通事故   33 件
林野   0 件 急病 200 件

その他   2 件 その他   85 件
27年の
累計    16 件 27年の

累計   735 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180－992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 2月の火災と救急

～
市
民
大
学
連
携
講
座
～

初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
教
室（
春
期
）

　

W
indow

s
７
搭
載
の
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
操
作
方
法
を
学
べ
る

初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
公
民
館
で
用
意
。

▼
と
き　

５
月
15
日
㈮
～
７
月
15

　

日
㈬
の
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

30
分
（
全
10
回
）

※
日
程
は
参
加
者
に
別
途
通
知
。

▼
と
こ
ろ　

三
島
公
民
館

▼
対
象　

市
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン

　

初
心
者

▼
定
員　

14
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

①
文
書
・
チ
ラ
シ
・
暑

　

中
見
舞
い
の
作
成
②
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
体
験
な
ど
（
予
定
）

▼
参
加
費　

千
円（
初
回
に
集
金
）

▼
申
込
期
間　

４
月
17
日
㈮
～
30

　

日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
三
島
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
８
５
３
１

操作の基本を覚えて、パソコ
ンの悩みを解決しましょう

　

ム
の
演
技
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　
　

○
那
須
塩
原
市
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
３
７
３
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と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

宿
泊
体
験
活
動

〈
海
浜
磯
釣
り
入
門
〉

▼
と
き　

５
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　
（
1
泊
2
日
）

▼
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の

　

県
民

▼
定
員　

県
全
体
で
約
50
人

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容　

磯
釣
り
教
室
、
ス
ポ
ー

　

ツ
館
活
動
、
創
作
活
動
ほ
か

▼
参
加
費　

・
大
人　
　
　
　
　

５
２
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

３
７
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

２
９
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

２
７
０
０
円

・
３
歳
以
上
就
学
前
１
９
０
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
餌
・
仕
掛
け
代
が
別
途
料
金
と

　

し
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
６
日
㈬

〈
海
浜
の
旬
・
メ
ロ
ン
〉

▼
と
き　

６
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

　
（
1
泊
2
日
）

▼
内
容

○
全
体
活
動
…
メ
ロ
ン
狩
り
の
体

　

験
、
メ
ロ
ン
の
試
食

○
選
択
活
動
…
①
塩
づ
く
り
②
砂

　

浜
遊
び
③
メ
ロ
ン
ウ
ォ
ー
ク
ラ

　

リ
ー
④
カ
ヌ
ー
遊
び
＆
ス
ポ
ー

　

ツ
館
活
動
⑤
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド

　

ル
づ
く
り
⑥
プ
ー
ル
活
動
か
ら

　

１
つ
選
択

○
自
由
活
動
…
①
マ
リ
ン
キ
ャ
ン

　

ド
ル
の
集
い
②
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

　
（
ワ
ク
ワ
ク
コ
ー
ス
）

▼
定
員　

県
全
体
で
約
２
５
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費　

・
大
人　
　
　
　
　

６
７
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

５
２
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

４
４
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

４
２
０
０
円

・
３
歳
以
上
就
学
前
３
４
０
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
２
日
目
の
昼
食
や
ジ
ェ
ル
キ
ャ

　

ン
ド
ル
づ
く
り
の
希
望
者
は
、

　

別
途
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
18
日
㈪

〈
共
通
事
項
〉

▼
と
こ
ろ　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の

　

家
▼
申
込
方
法　

事
業
名
、
代
表
者

　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参

　

加
希
望
者
の
氏
名
、
性
別
、
年

　

齢
（
学
年
）
を
添
え
て
、
は
が

　

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
メ
ー
ル

　

で
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
‐

　

２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

　
　

kaihin-info@
　
　
　

tm
f.or.jp

（
申
込
専
用
）

青
木
農
業
祭
2
0
1
5

～
農
業
の
こ
と
を

　
　
　

も
っ
と
知
ろ
う
～

　

生
乳
生
産
本
州
一
の
ま
ち
を
支

え
る
優
秀
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
共

進
会
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

▼
と
き　

4
月
18
日
㈯
午
前
9
時

　

30
分
～
午
後
3
時（
荒
天
中
止
）

▼
と
こ
ろ　

青
木
サ
ッ
カ
ー
場

▼
内
容

○
第
41
回
青
木
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

　

進
会
（
美
牛
コ
ン
テ
ス
ト
）

○
牧
場
ふ
れ
あ
い
広
場

○
模
擬
店
、
食
堂
（
牛
串
焼
き
、

　

う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
ラ
ー
メ

　

ン
な
ど
）

○
酪
農
・
農
業
に
関
す
る
商
品
や

　

機
械
の
展
示
販
売

〈
来
場
者
の
得
す
る
イ
ベ
ン
ト
〉

○
良
質
堆
肥
の
無
料
配
布
…
入
れ

　

物
の
持
参
が
必
要

○
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏

○
長
靴
と
ば
し
大
会
…
５
０
０
人

　

ま
で
参
加
受
け
付
け

○
牛
乳
缶
レ
ー
ス
…
ペ
ア
で
の
参

　

加
募
集
（
当
日
午
前
11
時
か
ら

　

本
部
テ
ン
ト
で
受
け
付
け
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
青
木
農
業
祭
２
０
１
５

　

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
０（
３
７
０
０
）０
１
２
０

那
須
塩
原
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会（
シ
ン
グ
ル
ス
）

▼
と
き　

５
月
24
日
㈰
午
前
８
時

　

50
分
集
合（
予
備
日
５
月
30
日
）

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
者
、

　

市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

▼
種
目　

①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ

②
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ（
初
級
者
）

③
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｓ
（
平
成
27

　

年
12
月
31
日
現
在
60
歳
以
上
）

④
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ

⑤
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ（
初
級
者
）

▼
参
加
費　

・
一
般　
　
　
　

2
０
０
０
円

・
協
会
登
録
者　

１
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
半
額
。

▼
申
し
込
み

①
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
の
「
テ
ニ
ス
講
習
会
申

　

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
」

②
テ
ニ
ス
協
会
の
各
ク
ラ
ブ

▼
申
込
期
間　

４
月
17
日
㈮
～
５

　

月
１
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ　

○
那
須
塩
原
テ
ニ
ス
協
会（
野
間
）

☎
０
９
０（
３
５
３
０
）６
５
３
０

「会社の PR 広告をどこかに載せたいけど予算が…」
「市内全域にまんべんなく PR を行いたい」
そんな時には広報なすしおばらの有料広告が便利です！
＜メリット＞
○自治会に加入している市内の全世帯に配布
○駅・公共施設・病院など、人目につきやすい場所に設置
○1回当たりの掲載料が15,000円からとリーズナブル

※使用色はいずれも黒単色です。
発行部数　35,500 部（平成27年4月5日号現在）
問い合わせ
　本シティプロモーション課　☎（62）7109

有料広告掲載広報なすしおばら
を利用してみませんか

の
※この青枠が 1号広告のサイズです。

掲載枠 サイズ 1回当たりの掲載料

1号広告  48㎜×170㎜ 30,000 円
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和
わ だ

田 武
た け お

夫さん
　　　～プロフィール～
豊浦小学校スクールガードのメン
バーとして、10 年以上も児童の
安全のために尽力。同団体の連絡
会長を務め、学校の登校日は毎日
のように交通指導にあたる。平成
26 年 11 月、豊浦小学校スクー
ルガードの熱心な活動が県教育委
員会に表彰された。休日などに社
会人の野球の審判も精力的にこな
すげんきびと

№12

　
現
在
、
豊
浦
小
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、

7
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
豊
浦
小
学
区
に
は
、
道
幅
が
狭
い
通
学

路
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
が
担
当
す

る
学
校
正
門
付
近
の
通
り
は
、
登
校
班
が

合
流
す
る
上
、
朝
の
交
通
量
も
多
く
、
ヒ

ヤ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
し
ば
し
ば
。

　「
通
学
に
は
危
険
が
意
外
に
多
い
」

　
小
学
校
に
入
り
た
て
の
孫
を
学
校
に
送

る
た
め
、
一
緒
に
歩
い
て
登
校
し
て
い
た

と
き
に
そ
う
感
じ
た
こ
と
が
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
子
ど
も
を
巻
き
込
む

事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い
て
、
そ
の
悲

惨
さ
に
衝
撃
と
憤
り
を
感
じ
ま
す
。
4
年

ほ
ど
前
の
朝
の
交
通
指
導
中
、
信
号
無
視

を
し
た
車
が
沿
道
に
突
っ
込
む
事
故
が
あ

り
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
児
童
に
け

が
が
な
か
っ
た
の
が
幸
い
で
し
た
。

　
冬
場
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
身
に
こ
た
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
笑
顔

が
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
出
先
で

卒
業
生
の
保
護
者
か
ら
「
6
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
い
い
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

　「
子
ど
も
た
ち
を
事
件
・
事
故
か
ら
守

り
た
い
」
そ
の
一
心
で
続
け
て
き
た
活
動

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
の
は
大
人

の
責
任
で
あ
り
、
地
域
の
責
任
で
す
。
優

し
く
道
を
譲
っ
て
く
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
々
に
感
謝
。
そ
し
て
、
児
童
を
「
優
し

く
見
守
る
心
」
を
少
し
で
も
多
く
の
人
に

広
げ
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
も
あ
り

ま
す
。
春
は
入
学
の
季
節
。
新
入
生
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
豊
浦
小
学
校

　
　
☎
０
２
８
７（
60
）１
２
９
４

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、
事
故
や
犯
罪
か
ら
児
童
を
守
る
た
め
、
登
下
校
の
交
通
指
導
や
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
今
回
は
、
豊
浦
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
連
絡
会
長
を
務
め
る
和
田
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人

↑まだまだ寒さ厳しい3月の朝の交通指導。オレンジベストがスクールガードのトレードマーク ↑遠方の登校班にも常に気を配ります

↑狭い歩道を慎重に歩く児童たち

子どもたちを事件・事故から守りたい
その一心で　今日も通学路に立ちます

一歩踏み出す人を

応援するまち


